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ありつ疋けの土ネルギーを発敵させ、大胞を

熊ガ菅木揚の季節。ジリツジ1)ッと容畝なく照

り伺けま可。

でも、子供たち1=1<1、思い出のオベ ジに夢

ふくらむ、楽しい夏のパ力ンスガ待っています。

海、山、それとも旅行 ? 

楽レい夏にしようね。
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わ
川
以

6
年
前
の

7
・
n長
崎
大
水
害
、
昨
年

8
月
末
に
、
長
崎

県
を
直
撃
し
た
台
風
ロ
号
。
ま
た
、
つ
い
先
日
島
原
地
区
を

襲
っ
た
集
中
豪
雨
な
ど
、
天
災
は
絶
え
ず
私
た
ち
を
脅
か
し

ま
す
。家

屋
、
農
作
物
は
も
と
よ
り
、
と
も
す
る
と
命
ま
で
も
奪

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

う
ち
は
絶
対
大
丈
夫
だ
と
か
、
今
年
は
心
配
い
ら
な
い
だ

ろ
う
と
い
う
安
易
な
考
え
。
油
断
。
は
捨
て
、
も
う
一
度

り
を
確
か
め
、
日
頃
か
ら
防
災
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

( 

( 

風速が倍になると風圧

はなんと4倍になります。

しかも瞬間風速は¥発表

される最大風速の 1.5倍
にも。風の強さを知って¥

被害を予測し、対策を立

てておきましよう。

風

ρ ミ、

さ L~)

?与ユラー
しド223シ圃風仰と即程度

10% Iかきが壊れる 。

塀な どが壊れる

子供は歩けな くなる。

おとなもからだを傾け

てやっと歩けるような

状態。

屋根瓦は飛び、テレビ

のアンテナが倒れる

15'弘

20 % 

25鳴

零号、弓ス 窓枠のがた

つき、はずれなどを直し

ます。ひびの入っている

ガラスは交按;しておきま

す。強風に備えて外側か

らヰ~で、ふさぐカ\力。ラス

面にヒa二一ルテープをはっておきます。

周

屋キ艮 かわらが飛ばさ

れると軽くなって、屋

根全体が飛ばされるケ

ースがあります。かわ

らのひび、割れ、ずれ、

はずれなどを点検し、

しつくいなどで修理しておきます。 トタン屋根は強風でめくれる

ことがあるので、釘で固定し、表面をペンキで補修します。

雨戸は外枠

に釘で固定。柱との

すき間にテーフをは

っておくと、強風に

よる雨の吹き込みが

防げます。強い強風

のときは、雨戸の上

から筋力、いで補強し

ます。

、ι 雨が正常に流れるよう

に、落葉、土砂などのつまりを

取り除きます。継ぎ目のはずれ、

といの傾斜を正しく修正し、さ

び、塗装のはがれ、穴などを防

水テープとペンキで補修してお

きます。、
事

Aぜ. 

ー1時間の雨量と降り方
1時間の雨量 雨の 降り方

5-10ミリ|雨音がよく聞こえ、すぐ水たまりカマきる。

|雨音で話し 声がよく 聞こえないほど、地面
10-20 ~リ |

一面に水たまりができる。

20-30ミリ|土砂降りで、がけく ずれの危険がある。

30ミリ以』危険地帯てtま避難体制に入らなけれJまならない

モルタルの壁は亀裂にコーキ

ング剤などを注入して補修します。

10年に|度はモルタルの吹きつけを

しておきましょう 。

ひび割れたり、破損した個所をモルタルやイ

ンスタン卜セメントで修E里します。

~7 塀フ口
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木製の雨戸がはずれ、

古くなった家屋は倒れ

る。

小石が飛び散り、列車

も倒れてしまう 。

木造家屋の多 くが倒れ、

木も根こそぎ倒れる。

わ庭木f

古くなった板塀

は、羽田板の釘が浮い

ています。いたみの激

しい羽田板を取りかえ

なカ《らj手いた童丁を十丁ち

直しておきます。

30"ys 

へ積極時三ff
草色憂き、鴨つ?とおきで}o

何種?jでがれ
尋¥)1¥J，:::././¥1 

~1Iて........ ~ 

s 
避
難
す
る
と
き
の

準

備

晶

-
貴
重
品
(
印
鑑
・
預
金
通
帳
・

現
金
な
ど
)
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ

ジ
オ

(予
備
電
池
も
忘
れ
ず
に
)

・
懐
中
電
灯

(予
備
電
池
も
)

・
衣
類
(
セ
ー
タ
ー
・
ジ
ャ
ン
パ

ー
類
・
下
着
・
毛
布
な
ど
)
・
応

急
医
薬
品
(
傷
薬
・
胃
腸
薬
・
脱

脂
綿
・
紳
創
膏
・
包
帯
な
ど
)

・
食
料
品
・
飲
料
水

(
2
1
3
食

分
)
・
そ
の
他
(
マ

ッ
チ
・
ロ

l

ソ
ク
・
缶
切
り
・
ナ
イ
フ
な
ど
)

・
赤
ち
ゃ
ん
用
品
(
ミ
ル
ク
・
ほ

乳
ビ
ン
・
お
む
つ
な
ど
)
・
お
年

寄
り
が
い
る
場
合
(
常
備
薬
・
看

護
用
品
な
ど
)

地区別 避難場所 電話番号

市民 体 育 館 @ 1552 

久 原 園 二一+区+ー 品 校 @3121 

大 村 品 十交 ⑫ 2660 

大村 市 役 所 @ 4111 

片 町 大村 小 学 校 @ 7117 

コミュニティセンター @ 3161 

市 民 ぷヱ〉エ、 自官 @ 2739 

本町・水主町 =城小学校 @3  234 

市 武 道 自官 @ 4836 

新 城 大村 市農協会館 @ 6161 
三グE巳二 港 工 業 r'i司コ 校 ② 3773 

総合福祉センター @ 1 351 

杭出津・水田 本 立iE又土 寺 @ 5510 

正 法 寺 @ 2247 

中地区住民センター @ 1376 

乾馬場・古町 西大村中学校 @ 2360 

-中央 中 央小学校 @ 2046 

放虎原 小学校 @ 2815 

西大村小学校 @ 2670 

ー取 訪 西大村地区コミュニ @ 4 9 7 9 

ヘティセンター (公衆)

池 田
池田公民館

西大村小学校 ⑬ 2670 

原口・小路口 ろ つ ずλ且 校 @ 2444 

昌 グ〕 原 富の 原小学校 @ 3 200 

呂 路
竹松 小 学 校 @ 82 24 

竹松出張所 @ 8314 

福重 小 学 校 @ 2285 

福 重 郡 中 ナ主主4 キ交 @ 7219 

福重 出張所 @ 8614 

松 原
松原 小 学 校 @8619 

松原 出 張 所 @ 8501 

萱瀬中学校 @ 7004 
→広E三←ヒ3" j頼 萱瀬小学校 @ 7002 

萱 j頼、出張所 @ 7001 

鈴 田
鈴 田 出 張所 @ 2023 

鈴 田 小学校 @43 22 

i甫
三浦出張所 @ 6475 

一 二 浦小学校 @ 4318 

東 浦 玖島中 学校 @ 3401 

緊急避難場所は、次のとおりです。

災害対策本部 fi@411l @4112 @4113 @3883 

夜間は、@4120@4121も増設されます。

消 -防署宮②4138@4139 @2136 

※各避難場所の責任者は、消防分団長、町務連絡員
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免
除
に
は
、
法
定
免
除
と
、
申
請
免
除

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

法
定
免
除

:
:
:
障
害
基
礎
年
金
や
、
被

用
者
の
年
金
制
度
か
ら
障
害
給
付
を
受
け

て
い
る
と
き
。
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る

と
き
な
ど
。
該
当
す
る
人
が
届
け
出
る
こ

と
に
よ
っ
て
免
除
き
れ
ま
す
。

申
請
免
除

:
:
:
所
得
の
な
い
と
き
。
被

保
険
者
や
そ
の
世
帯
の
人
が
生
活
保
護
法

に
よ
る
援
助
を
受
け
て
い
る
と
き
。
地
方

税
法
に
定
め
る
障
害
者
や
寡
婦
な
ど
で
、

年
聞
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
と
き
。

こ
の
ほ
か
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
被

害
に
あ

っ
た
り
、
失
業
な
ど
に
よ
り
著
し

く
所
得
額
が
減
少
し
た
と
き
な
ど
、
納
め

た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
、
申
請

書
を
提
出
し
、
知
事
の
承
認
を
得
る
こ
と

年金額の計算万法 (63年度価格)

納付月数+免除月数×合

加入可能年数x12 

年金額のJ:t較

親子のきづな大切に

627.200円×

納付と免除

に
よ

っ
て
免
除
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
個
人
年
金

・
生
命
保
険
な
ど

に
高
額
な
保
険
料
を
支
払

っ
て
い
る
場
合

は
免
除
き
れ
ま
せ
ん
。

申
請
免
除
は
、
年
度
ご
と
の
承
認
と
な
る

た
め
、
毎
年
7
月
白
日
ま
で
に
、
市
役
所

保
険
年
金
課
年
金
係
に
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
希
望
に
よ
り
加
入
し
て
い
る
人

(任
意
加
入
者
)
は
、

免
除
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

年
金
額
は
A

3
に
減
額

保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
年
金
額
を
計

算
す
る
場
合
、
保
険
料
を
納
め
た
と
き
と

522，700円

全期間納付した場合

627，200円

30年納付、 10年免除の場合
(360月 (120月 360十120X+

627，200円x
，---'" 480 

20年納付、 20年免除の場合 2 

240+24OXす
627，200円x

480 
418，100円

10年納付、 30年免除の場合 唱

120+36OX+ 
627，200円x

，---'" 480 313，600円

全期間免除の場合

209，100円

比
べ
て
3
分
の
l
の
額
に
な
り
ま
す
。

(
計
算
例
参
照
)

ゆ
と
り
、が
で
き
た
ら

必
ず
追
納
を

免
除
を
受
け
て
い

た
期
間
に
つ
い
て
は
、

将
来
、
有
利
な
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
あ
と
で
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
を
追
納
と
い
い
ま
す
。

追
納
す
る
場
合
は
、
日
年
以
内
の
分
で

あ
れ
ば
、
免
除
を
受
け
た
当
時
の
額
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
昭
和

日
年
4
月
以
降
の
免
除
期
間
に
つ
い
て
は

追
納
す
る
ま
で
に
経
過
し
た
年
数
に
応
じ

て
加
算
が
つ
き
ま
す
。
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障
害
基
礎
年
金
を
受
給
中
的
皆
ざ
ん

現
況
眉
を
提
出
し

T
く
だ
A
V
V

7
月
例
日
ま
で
で
す

国
民
年
金
の
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て

い
る
人
は
、
毎
年
7
月
白
日
ま
で
に

「現

況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

提
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
と
、

年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

現
況
届
が
必
要
な
人

国
民
年
金
の
障
害

国
民
健
康
保
険

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
初
歳
以

前
か
ら
の
障
害
、
ま
た
は
昭
和
初
年
4
月

1
日
以
前
か
ら
の
障
害
に
よ
り
年
金
を
受

け
て
い
る
人
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ

係

保
険
年
金
課
年
金

4
月
分
の
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

最
近
の
調
査
で
は
7
人
に
1
人
が
病
気

や
ケ
ガ
を
し
、

3
世
帯
に
1
世
帯
の
割
合

で
傷
病
者
が
い
る
と
の
報
告
が
き
れ
て
い

ま
す
。

病
気
は
あ
る
日
突
然
や
っ
て
く
る
よ
う

に
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
成
人
病
な
ど
、

知
ら
な
い
う
ち
に
病
気
が
進
行
し
て
い
て
、

何
か
の
キ
ッ

カ
ケ
で
症
状
と
し
て
あ
ら
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
病
気
は
早
期
発
見

・
早
期

治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

国
民
健
康
保
険
で
は
ご
家
族
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
、
昭
和
臼
年
4
月
に
受
診
き

れ
た
医
療
費
を
7
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
元
気

で
明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
医
療
費
通
知
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
保
険
年
金
課
保
険
係

へ



簡
易
水
道
・
市
立
病
院
事
業
な
ど

国
民
年
金
額
立
金
の
還
元
融
資
で

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す

道
路
整
備
・
公
園
整
備
な
ど

近接型X線TV装置

皆
き
ん
が
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
の
積
立
金
の
一
部
は
、
住
民
生
活
の
安

定
向
上
に
直
接
役
立
つ
よ
う
、
そ
の
運
用

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
は
、
地
方

公
共
団
体
が
行
う
簡
易
水
道
事
業
、
病
院

事
業
な
ど
公
共
施
設
整
備
事
業
資
金
の
一

部
に
充
て
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

ー
昭
和
白
年
度
の
事
業
で
資
金

の
一
部
に
融
資
を
受
け
た
も
の

1

簡
易
水
道
事
業

上
部
大
村
地
区
簡
易
水

道
整
備
・
北
部
大
村
地
区
簡
易
水
道
整
備
・

南
部
大
村
地
区
簡
易
水
道
整
備

簡
保
資
金
が
役
立
つ

T
Vま
守

簡
易
生
命
保
険
の
積
立
金
は
、
確
実
有

利
で
さ
ら
に
公
共
の
利
益
に
な
る
よ
、
つ
に

運
用
す
る
こ
と
が
、
法
律
上
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
地
方
債
な
ど
へ
の
融
資
を
通

し
て
、
皆
き
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

リ
昭
和
位
年
度
の
事
業
で
資
金
の

一
部
に
融
資
を
受
け
た
も
の

1

坂
口
皆
同
線
・
本
小
路
南
川

道
路
整
備

内
線

基
地
対
策

舗
装

公
園
整
備

公
園

排
水
路
整
備

梶
の
尾
排
水
路
・
日
焼
排

水
路
・
祝
崎
排
水
路

港
湾
整
備
大
村
港
港
湾
改
修
・

三
浦
日

泊
港
港
湾
区
域
海
岸
保
全
・
三
一
浦
舟
津
港

港
湾
区
域
海
岸
保
全
局
部
改
良
・
大
村
港

本
小
路
南
川
内
線
道
路
改
良

池
田
湖
公
園
・
水
主
町
第
2

市
立
病
院
事
業

近
接
型
X
線
T
V
装
置

な
ど
の
医
療
機
器
日
機
種

市
民
会
館
整
備

音
響
設
備
(
側
面
反
響

板
電
動
昇
降
化
)

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

車
2
台

融
資
額

清
掃
運
搬

総
額
3
億
2
9
1
0
万
円

港
湾
区
域
海
岸
保
全

融
資
額

総
額
4
9
1
0
万
円

水主町第 2公園

児
童
手
当
の
現
況
届

提
出
は
お
す
み
で
す
か
け

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
中
の
人
は
、

6
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
通
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ、

提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急
、
提
出
し

て
く
だ
き
い
。

提
出
が
な
い
と
支
給
が
止
ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
市
民
課
児
童
手
当
担
当
へ

無
事
故
優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

清掃運搬車

j

該
当
す
る
人
は
申
請
を

j

表
彰
区
分

(
7
月
末
現
在
)

-
県
表
彰
・:
免
許
取
得
後
却
年
以
上
、

初

年
以
上
で
同
年
以
上
の
市
表
彰
を
受
け
て

い
る
人

(自
動
二
輪
免
許
以
上
)

-
市
表
彰
:・免
許
取
得
後
日
年
以
上
、
日

年
以
上
、
初
年
以
上
、
お
年
以
上
、
初
年

以
上
の
人
(
免
許
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
)

資
格

免
許
取
得
後
、
継
続
し
て
自
動
車

(原
付
、
小
特
を
含
む
)
の
運
転
に
従
事

し
、
自
己
の
責
任
に
よ
る
交
通
事
故
歴
が

日
年
以
上
な
く
、
交
通
違
反
そ
の
他
罰
金

以
上
の
刑
に
当
る
犯
罪
行
為
が

5
年
以
上

な
い
人
。

申
請
期
限

7
月
凶
日
嗣

提
出
書
類

表
彰
上
申
書
、
無
事
故
無
違

反
証
明
書
(
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

発
行
の
も
の
)

た
だ
し
、
7
月
8
日
悩
ま
で
に
表
彰
上

申
書
に
証
明
交
付
手
数
料
一
部
3
0
0
円

を
添
え
て
交
通
安
全
協
会
に
提
出
さ
れ
た

人
に
つ
い
て
は
、
証
明
交
付
手
続
を
協
会

に
お
い
て
代
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
市
交
通
安
全
協
会

(
宮

@
9
8
8
9
ま
た
は
@
3
1
2
6
)

大村競艇史
資料干集めマ、、ます
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るか年事業へ向って

純忠没400年記念事業スタート

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ク
イ
ン

カ
ル

l
大
使

し日「
慰た、慰純
霊 。坂霊忠
祭 口祭没
に館L- 4 
は跡と O
、と---， 0 

松 市記年
本 民 念記
市 会 式念
長 館 典 事
やで」業
ロ 聞がの
l か 5 ー

マ れ月環
法ま 29の

王
庁
大
使
館
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ク
イ
ン

カ
ル
l
大
使
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
館
の
ア

ナ
ベ
ラ
・
カ
ル
ド
ソ
代
理
大
使
、
大
村
家

第
泊
代
当
主
の
大
村
秀
成
さ
ん
(
福
岡
市

在
住
)
ら
が
出
席
。
記
念
式
典
に
は
、
高

田
勇
県
知
事
、
清
島
省
一二
・
駐
日
ポ
ル
ト

ガ
ル
国
名
誉
領
事
ら
が
出
席
。
日
本
女
子

大
・
西
村
圭
子
教
授
の

「西
洋
か
ら
見
た

日
本
」
と
題
し
て
の
講
演
、
熊
本
・
音
楽

家
グ
ル
ー
プ
「
葦
」
に
よ
る
天
正
少
年
使

節
再
現
音
楽
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
村
浜
屋
で
は
、

5
月
お
日
1

却
日
の

5
日
間
「
大
村
純
忠
と
南
蛮
文
化

展
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
後
の
計
画

実
行
委
員
会
で
は
、
今
年
度
の
計
画
と

し
て
①
ポ
ル
ト
ガ
ル
海
軍
練
習
帆
船
ヲ
マ

カ
オ
」
号
の
大
村
招
へ
い

(
8
月
2
日
1

4
日
)
②
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
オ
ペ
ラ
「
魔
法

の
笛
と
鈴
」
公
演

(
9
月
1
日
)
③
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
開
催
(
凶
月
初
日
)
④
大
村

祭
り
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
⑤
子
供
を
対
象

と
し
た

「大
村
純
忠
と
天
正
少
年
使
節
」

書
籍
の
発
刊
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

学
級
文
集

「さ
く
S
っこ」

総
合
優
秀
賞

記念式典(市民会館)

ー
全
日
本
「
文
・
詩
集
」

コ
ン
ク
ー
ル
ー

ぼカ同 月 お せ ぼ お な J2fZアみ地手地 ゆ

三iiiijf め

L じ っ い う l 一 一:らみZ毛 tZZ 4フをど J5 8 
:なと て としつど Z で
・い いもいしーア l

るチ」人)• .、一 L

よ フも f 

ダ
ム
放
流
警
報
に
ご
注
意

p.

萱
瀬
ダ
ム
で
は
、
梅
雨
期
・
台
風
時
な

ど
、
ダ
ム
に
蓄
え
た
水
の
調
節
を
行
う
た

め
に
、
昼
間
や
夜
間
、
雨
が
降
ら
な
い
晴

れ
た
日
で
も
、
放
流
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

郡
川
で
の
遊
び
・
魚
釣
り
な
ど
を
し
て

い
る
人
は
、
次
の
と
お
り
、
サ
イ
レ
ン
ま

た
は
、
警
報
車
に
よ
る
お
知
ら
せ
が
あ

っ

た
場
合
は
、
大
変
危
険
で
す
の
で
、
す
ぐ

安
全
な
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
諌
早
土
木
事
務
所
萱
瀬
ダ

ム
管
理
事
務
所
(
宮
@
7
0
1
3
)

警
報
(
サ
イ
レ
ン
)

|来引
1 1 1 

ほ判

イ木来句
15 

止 秒

i来守

ほ子|

イ木系ヲ
15 

止 秒

大
村
小
学
校
の
永
山
絹
枝
教
諭
(
必
歳
)

が
出
品
し
て
い
た
学
級
文
庫

「さ
く
ら
っ

こ
」
が
、
全
日
本

「文
・
詩
集
」
コ
ン
ク

ー
ル
で
総
合
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

作
文
を
通
し
て
、
子
供
の
長
所
を
伸
ば

し
、
ま
た
、
親
に
も
理
解
し
て
も
ら
お
う

と
始
め
た
学
級
通
信
「
さ
く
ら
っ
こ
」

。

今
の
子
供
の
特
徴
で
あ
る
、
活
字
ば
な
れ

な
ど
で
、
最
初
は
チ
ヨ
ッ
ト
し
か
書
け
な

か
っ
た
子
供
も
、
次
第
に
内
容
の
あ
る
も

の
を
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
永
山

先
生
は
、
文
の
中
か
ら
「
や
さ
し
さ
や
素

直
さ
、
感
動
す
る
内
容
な
ど
が
多
く
、
逆

に
子
供
た
ち
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
ん
で
す
よ
」
と
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て

い
ま
し
た
。

こ
の

「さ
く
ら

っ
こ
」
は
、
全
児
童
・

生
徒
が
書
い
て
お
り
、
先
生
が
注
釈
や
注

意
点
を
、
そ
し
て
親
が
感
想
を
書
く
と
い

う
、
児
童
・
教
師
・
親
が
一
体
と
な
っ
た

学
級
通
信
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
や
き
し
い
学
級
、
た
く

ま
し
い
学
級
、
感
動
で
き
る
学
級
に
と
、

張
り
切

っ
て
い
ま
す
。

「
さ
く
ら
っ
こ
」
お
め
で
と
う
/
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企 堤防が決壊・・・・・

( ?2'2 ・岩松橋町近で水防訓練〉

雨期シーズンを前に行われだ

水防訓練。第 1，2¥3¥14の
5消防団員70人ガ参加しましだ。

集中豪雨で河!11の水かさが増

せば¥私疋ちは立往生、やはり

頼りになるのは¥消防団の皆さ

ん。

訓練も真剣そのもの¥・素早い

動きで¥水防作業に取り組みま

した。

まだまだ若い/ ( ;(s .市営陸上競技場) ... 

市内の約100クラブ¥会員約1600人ガ参加して行

われだ¥大村市老人ケラブ連合スポツ大会。

日音算競争¥輔なげリレ ¥ロマンス旅行¥若者顔負けの

1500m持久走などガあり¥初重の一日を満喫しましだ。

‘F

歌
い
込
ん
で
ま
す
ね
/

(
抱

・
市
民
会
館
)

松
山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
¥
大
村
歌
謡
研
究
会
王

催
の
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
施
設
対
抗
歌
合
戦
」
、
ガ
¥

5
月

2
日
行
わ
れ
ま
し
左
。

叡
合
戦
に
は
¥
鈴
田
の
里
学
園
¥
大
村
パ

ル
ハ
イ
ム
¥
三
彩
の
里
¥
常
明
園
の
4
施
設

8

チ
ー
ム
ガ
出
場
¥
練
習
の
成
果
を
十
二
分
に
発

揮
し
ま
し
だ
。

、.. 

優
雅
に
花
の
競
演

(
6月
中
旬
・大
村
公
園
)

西
日
本
随
一
を
誇
る
花
し
よ
う
ぶ
。
あ

い
に
く
の
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
¥

優
雅
に
咲
き
競
う
花
し
よ
う
ぶ
に
感
嘆
の

工
戸
。

ま
だ
¥
こ
の
花
し
よ
う
ぶ
を
満
喫
し
て

も
ら
お
う
と

¥
6月
刊
以
日
¥
市
内
お
よ
び

県
外
か
ら
川
町
チ
ム
ガ
参
加
し
て
¥
〈
王
九

州

少
年
剣
道
優
勝
大
会
が
市
民
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
だ
。

4
句

未知との遭遇ウオークラリー

(九 ・三城小周辺〉

全国一斉ウオークラリーが\三~J\学
校を起点に¥4kmコース¥6kmコ スに

分ガれ行われました。

妻子別れの石、長崎街道など¥歴史を

訪ねながらのウオークラリ O 

初めてという所も多く¥新だな大村を

知りましだ。

- 7 
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.，. 

レ
ポ
ー
タ
ー

富
永
美
佐
子
さ
ん

(
却
歳
・
杭
出
津

1
丁
目
)

f
 f

F
r
 '
 

宮
崎
善
隆
さ
ん

農

業

(
お
歳
・
立
福
寺
町
)

久
保
勝
員
さ
ん

(ω
歳
・
大
川
田
町
)

農

業

，/ 

ぼ

く

の

わ
た
し
の

ハ
ム
ス
タ
ー

まれま
" lAつ
9 
歳尾ぉ

藤正2

5樹き

く
ん

のりこちゃん(古賀島町〉

862. 8. 18 生まれ

アイドノル登場

ル
石

町
立

た
か
ら
も
の

-
大
村
は
ど
ん
な
町
だ
と
思
い
ま
す
か

2
年
間
久
留
米
に
居
た
事
が
あ
る
ん
で
す

が
、
大
村
は
、
丘
陵
地
帯
で
景
色
も
い
い
し
、

住
む
に
は
最
適
な
町
だ
と
思
い
ま
す
。

-
大
村
の
気
質
は

新
し
く
何
か
や
ろ
う
と
す
る
時
に
、
余
り

に
も
慎
重
す
ぎ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
も

う
少
し
積
極
性
を
も

っ
て
も
い
い
の
で
は
。

-
大
村
に
望
む
も
の
は

.
見
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
で
で
も
出

来
る
文
化
会
館
が
欲
し
い
で
す
ね
。

-
ま
た
、
町
づ
く
り
や
道
路
な
ど
、
他
市
に

比
べ
劣

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
特
に
道
路
は
、

昔
か
ら
他
市
に
比
べ
い
い
と
言
わ
れ
て
き
た

が
、
今
は
逆
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る

0

.
大
村
の
自
然
を
生
か
し
た
若
者
の
集
ま
る

学
園
都
市
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
そ

の
た
め
に
も
、

5
年
後

-m年
後
は
こ
ん
な

町
に
と
い

っ
た
計
画
性
を
も

っ
た
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
を
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

-
大
村
は
ど
ん
な
所
だ
と
思
い
ま
す
か

私
は
戦
時
中
生
ま
れ
で
す
が
、
そ
の
当

時
は
、

今
津
か
ら
黒
丸
付
近
は
飛
行
場
で、

今
の
よ
う
に
家
は
無
く
、
も
ち
ろ
ん
学
校
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

つ
い
先
日
何
十
年
ぶ
り
か
で
久
原
方
面
に

行
っ
た
ん
で
す
が
、
家
が
建
ち
並
ん
で
い
る

の
に
は
ピ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

大
村
は
住
む
所
と
し
て
は
、
最
適
な
ん
で

し
ょ
う
ね
。

-
大
村
に
望
む
も
の
は

・
大
村
は
扇
状
型
の
地
形
で
す
が
、
国
道
を

中
心
に
、
杭
出
津
松
原
線
、
産
業
道
路
そ
れ

に
高
速
道
路
と
南
北
へ
の
道
路
が
整
備
さ
れ

動物が大好きな女の子です。

明るくやさしい子になってね… ，

• (白・しのぶさん〉

ぼ
く
が
だ
い
じ
に
し
て
い
る
の

は
、
お
白
さ
ん
か
ら
買
っ
て
も
ら

っ
だ
、
ハ
ム
ス
タ
ー
で
す
。

手
の
ひ
ら
で
え
さ
を
食
べ
だ
り
¥

割
り
パ
シ
を
や
る
と
じ
ゃ
れ
て
き

だ
り
¥
い
っ
し
ょ
に
い
る
と
、
と

て
も
楽
し
い
で
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
・
あ
姉
ち
ゃ
ん
も

か
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

3
人
で
い
つ
ま
で
も
¥
か
わ
い
が

っ
て
い
き
だ
い
と
思
い
ま
す
。

こんおワルーフ知ヲτ~7

全日本学童軟式野球大会に出場する

旭クラブ
拝
藤
真
弓
さ
ん
(
日
歳
・
杭
出
津

1
丁
目
)
高
校
1
年
生

て
い
ま
す
が
、
東
西
に
延
び
る
大
き
な
道
路

が
な
い
。
こ
の
道
路
を
2
1
3
本
整
備
拡
充

す
る
と
、
大
村
は
も

っ
と
も

っ
と
伸
び
る
ん

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
先
日
、
平
戸
の
文
化
セ
ン
タ
ー
を
見
て
き

た
が
立
派
に
な

っ
て
い
た
。
大
村
の
市
民
も

期
待
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
文
化
会
館
の

早
期
実
現
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

・
大
学
な
ど
の
誘
致
も
、
市
の
活
性
化
に
つ

-
大
村
は
好
き
で
す
か

好
き
で
す
/
人
情
味
が
あ
る
と
い
う
か
、

人
が
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
ん
な
所
が
好

き
な
の
で
、
余
り
都
会
的
に
な
っ
て
欲
し
く

な
い
。
で
も
。
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
町
だ
と
思

い
ま
す
。

洋
服
な
ん
か
、
長
崎
な
ど
よ
そ
に
行
か
な

い
と
良
い
の
が
な
い
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ん

か
も
良
い
人
が
来
な
い
し
、
そ
う
ゅ
う
催
し

も
少
な

い
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
遊
べ
る
所

が
な
い
。

-
大
村
に
住
み
た
い
ぞ
す
か

大
村
が
好
き
だ
し
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
家

族
の
事
を
思
っ
と
、
大
村
か
ら
離
れ
た
く
な

・
卒
業
し
た
ら
何
に
な
り
ま
す
か

看
護
婦
に
な
り
た
い
。
小
さ
い
頃
か
ら
の

夢
で
し
た
。

最
近
は
、
病
院
だ
け
で
な
く
、
お
年
寄
り

ゃ
体
の
弱

っ
た
人
の
お
世
話
を
す
る
施
設
も

い
い
な
!
と
思

っ
て
い
ま
す
。

8 -

な
が
る
と
思
う
の
で
、
是
非
実
現
し
て
ほ
し

・
産
業
に
つ
い
て
、
農
業
、
工
業
、
商
業
ど

れ
を
と

っ
て
も
大
村
の
核
と
な
る
も
の
が
な

く
、
中
途
半
端
な
気
が
す
る
。
大
村
は
こ
れ

だ
と
い
う
の
を
作

っ
て
ほ
し
い
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
国
学
童
軟
式
野
球

交
流
大
会
(
名
古
屋
)
に
は
、
昭
和
問
、

目
、
日
年
と
過
去
3
回
出
場
し
ま
し
た
が
、

今
度
8
月
6
日
か
ら
静
岡
で
行
わ
れ
る
、

全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
は
初
め
て
の

画会
ア月9日(土)午後2時"'3時30分
西大村コミュニティセンター
くフィルム名〉
やさしいライオン (]フニメーシ

ョン27分〉
片耳の大シカ (]フニメーション

25分〉

汗テレホンサービス
0958・26・5511

ア月のテーマ
月 日射病

火 頭痛(脳腫霧では…… 7)

水 夏カゼについて

木 メ二工ル病の生活の注意

金 てんかんについて

土日ピルの話

視聴覚ライブラリー

子とも

健

出
場
で
す
。

平
素
の
練
習
に
耐
え
、
み
ん
な
で
頑
張

っ
た
う
え
で
の
出
場
で
、

喜
び
も
ひ
と
し

お
。
こ
れ
か
ら
も
今
以
上
の
練
習
に
と

指
導
者
、
父
兄
の
熱
の
こ
も
っ
た
し
っ
た

と
激
励
を
背
に
、
白
球
を
追
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
チ
ー
ム
は
、
大
村
小

・
旭
ケ
丘

小
・
鈴
田
小

・
竹
松
小
・
福
重
小
と
、
市

内
各
地
区
か
ら
の
、
野
球
好
き
な
児
童
の

集
ま
り
で
す
が
、
和
は
最
高
で
、
が
ん
ば

り
や
の
チ

i
ム
で
す
。

県
の
代
表
と
し
て
、
大
村
健
児
の
意
気

を
示
し
、
全
国
に
ど
こ
ま
で
通
じ
る
か

チ
ャ
ン
ス
と
懸
命
に
今
日
も
、

大
声
を
出

し
て
い
ま
す
。

モ
ッ
ト
ー
は
、
や
る
気

・
本
気
・
根
気

で
、
進
ん
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
子
に
な

る
こ
と
で
す
。

野
球
が
大
好
き
で
、
が
ん
ば
り
や
で
、

5
年
生
以
下
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
入
会

O
K
で
す
。
将
来
の
清
原
、
桑
田
を
夢
み

る
君
、
今
す
ぐ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連

絡

先

宮
(⑪
6
0
0
5
ま
た
は
、
@

0

5
3
1
へ

-9 

あふないですよ

防火水槽には

近づかないでね .P



ご意見干お閲わで〈だ?、/、

市政懇談会

地
域
の
皆
き
ん
と
親
し
く
接
し
、

明
る
く
住
み
よ
い
夢
と
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め、

市
長
と
皆
き
ん
が
自
由
に
語
り
あ

う
、
市
政
懇
談
会
を
聞
き
ま
す
。

人
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

期
日

・
場
所

日

程
表
の
と
お
り

時
間

い
ず
れ
も
午
後
1
時
初
分

1
4
時
初
分

地 区 月 日 場 所

竹 松 7月25日(月) 出張所大会議室

萱 j頼 7月28日(木) " 
鈴 回 8月 2 日(火) 1/ 

二浦 8月 4 日(木) " 
西大村 8月 9 日(火) 中地区公民館講堂

大村 8月11日(村 市コミュニアイセンタ一大会議室

松原 8月17日休) 出張所大会議室

福重 8月19日幽 " 

今、
を
眼
寺
と
博
せ

f

7
月
1
日
オ
ー
ブ
ン
ぷ

所
得
税
の
予
定
納
税
第

1
期
分

納
税
は

8
月
1
日
ま
で

所
得
税
は
、
予
定
納
税
基
準
額

(通
常
は
前
年
分
の
申
告
納
税
額

で
す
が
、
前
年
分
の
所
得
の
中
に

譲
渡
、
一
時
、
雑
所
得
な
ど
の
臨

時
的
な
所
得
が
あ
る
場
合
は
除
い

て
計
算
し
ま
す
)
が
日
万
円
以
上

の
場
合
、
予
定
納
税
と
し
て
7
月

(第
1
期
分
)
と
日
月
(
第
2
期

分
)
に
予
定
納
税
基
準
額
の

3
分

の
1
ず
つ
を
納
め
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。
納
め
ら
れ
た
金
額
は
、

翌
年
の
確
定
申
告
の
際
に
精
算
し

ま
す
。

予
定
納
税
を
す
る
必
要
が
あ
る

人
に
は
、

6
月
中
旬
に
通
知
し
て

お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
通
知
書
の

額
を
8
月
1
日
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

4翁ι

a臥ー.i8

プールでは¥注意事項を守り¥事故のない

楽しい宣を過ごしましよう。

なお¥小 -中学生は¥夏休み期間以外は¥土

曜日の午後と日曜日しか利用できません。

な
お
、
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ

て
い
る
人
は
、

8
月
1
日
が
振
替

日
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
預
金

残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
廃
業
、
休
業
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
本
年
分
の
所
得
が
前

年
よ
り
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ

る
と
き
は
、
予
定
納
税
額
の
減
額

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
申
請
が
で
き
る
の
は
、

7
月

日
日
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ

諌
早
税
務
署

(宮
②
1
3
7
0
)

へ

7
月
1
日
幽
j

9
月
刊
日

期
日

仕時
間

午
前
日
時
1
午
後
6
時

休

み

毎

月

第
1
・
3
月
曜
日

※
休
み
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
は

プ
ー
ル
管
理
棟
の
前
に
掲
示
し

ま
す
。

使
用
料

大
人

・
高
校
生
HH
3
0
0
円

小
・
中
学
生
l
1
5

0
円

幼
児
HH無
料

注
意
事
項

・
必
要
以
外
の
現
金
や
時
計
な
ど

社
会
を
明

3
く
守

3
運
動 貴

重
品
は
持
っ
て
こ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

・
自
転
車
は
な
る
べ
く
乗
っ
て
こ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
も
し
、
乗
っ

て
く
る
場
合
は
、
必
ず
鍵
を
か
け
、

き
ち
ん
と
整
頓
し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
着
や
タ
オ
ル
な
ど
所
持
品
に

は
、
必
ず
住
所
、
氏
名
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。

・
プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
焼
け
て
熱
い

の
で
、
付
き
添
い
の
人
は
上
履
が

必
要
で
す
。

ハU1
4
 

青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
強
調
月
間

7
月
1
日
i
幻
日

最
近
の
少
年
非
行
は
、
低
年
齢

化
と
と
も
に
悪
質

・
粗
暴
化
の
傾

向
を

一
層
強
め
て
い
ま
す
。

次
代
を
担
、
っ
少
年
達
を
心
健
や

か
に
育
て
る
こ
と
は
、
大
人
達
に

課
せ
ら
れ
た
大
切
な
使
命
で
す
。

少
年
達
の
た
ま
り
場
や
ワ
イ
セ

ツ
な
看
板
類
を
発
見
さ
れ
た
り
、

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
相
談
し
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

最
寄
り

の
派
出
所
、
駐
在
所
も
し
く
は
大

村
警
察
署
防
犯
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時パー

レ期
l 閏
ド 中

の
行
事

7
月

9
日
出

日
時
初
分

場日 |揚
所時青 ド所

市 72Z
民 月 孟
会 16~ 
館 日型
大仕)会
会 云
議 13
室 時

30 
分

市
民
会
館
1
本
町
ア

l
ケ



芯、

ィ、

乙
氏、鍵

康

三
種
混
合
前
フ
目
的
)
予
防
接
種

該
当
す
る
幼
児

第
1
期
(
初
回
免
疫
者
)
生
後
弘
か
月
j

必
か
月
の
初
回
免
疫
が
完
了
し
て
な
い
幼

児(
要
領
)
3
1
8
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
、

3
回
接
種
し
ま
す

第
2
期

(追
加
免
疫
者
)
第
1
期
3
回
目

接
種
後
ロ
1
日
か
月
に
至
る
期
閉
め
幼
児

(
要
領
)
い
ず
れ
か
の
日
に
1
回
接
種

予防接種目程表

会場名 1回目 2回目 3回目

市 1又}1.. 所 ア月5日 ア月26日 9月6日
萱瀬出張所 (火) (火) (刈

西大村コミユー7可センター
7月6日 7月27日 9月7日

コ浦出 張所
休) 休) 休)

鈴田出張所

竹松出張所 ア月7日 ア月28日 9月8日
福重出張所 休) 休) (木)

中地区公民館 7月8日 7月29日 9月9日
松原出張所 栓j 幽 幽

ー 」

し
ま
す

接
種
で
き
な
い
幼
児
・

熱
が
あ
る
幼
児

・
か
っ
け
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
疾
患

の
幼
児

-
胸
部
リ
ン
パ
体
質
の
幼
児

-
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
お
こ
し
た
幼
児

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

お
願
い

体
温
は
必
ず
計
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

※ジフテリア、破傷風(二種)も同時に行います。

※時間 いずれも午後 2時から 3時まで

愛の血液助け合ぃ運動1
7月1日"-'31日

介入でも多くの尊い生命を

守るだめ¥あなだも献血にご

協力くだ、さい ，

あ
み
も
の
(
手
編
)

技

術

講

習

会

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
を
対
象
に
、

婦
人
の
自
立
促
進
を
め
ざ
し
て
聞
き
ま
す
。

期
間

7
月
日
日

1
毎
週
木
曜
日

(
6
か

月
間
)
午
前
9
時
j
ロ
時

内
容

あ
み
も
の

(手
編
)

定
員

初
人

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限

7
月
ロ
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

各
地
区
母
子

会
長
ま
た
は
、
保
護
課
厚
生
係

夏
休
み
期
間
中
の
事
故
や
非
行
か
ら
守

る
た
め
に
学
童
保
育
所
を
聞
き
ま
す
。

対
象

共
働
き
、
母
子
、
父
子
家
庭
の
児

童場
所

三
城
小
学
校
集
会
室

期
間

7
月
幻
日
同
1
8
月
白
日
附

た
だ
し
、
日
曜
日
お
盆
は
休
み

時
間

午
前
8
時
j
午
後
5
時
叩
分

受
け
付
け

7
月
口
日
日
午
前
日
時
1
1

時
、
中
央
幼
稚
園
内
き
く
ら
ん
ぽ
ク
ラ
ブ

問
い
合
わ
せ

大
村
学
童
保
育
さ
く
ら
ん

ぼ
ク
ラ
ブ
宮
②
3
3
3
9

夜
間
@
2
3
7
2
(
藤
川
)

特
別
給
付
金
国
庫
債
券
の

買
い
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す

戦
没
者
遺
族
等
の
第
叩
回
特
別
給
付
金

国
庫
債
券
の
買
い
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

買
い
上
げ
条
件

1
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

人

券 対
※ 象
詳 債
し 券
く 11

は第
福 10
ネ止 回
課特
杜別
会給
係付
へ金

国
庫
債

宮小路1丁目

民生・児童委員が決まりました

昭和63年 5月31日現在交通事故発生状況

皆さんの福祉増進のために活動して

いだだきます。

お気軽にご相談ください。

民生 ・児童委員

前川輿 宮小路7丁目266
fi@8752 

5 月 今年度の累計 前年度 同期 増 j成
人傷事故

件数 死者 傷者 件数 死者 傷者 件数 死者 傷者 件数 死者 傷者

{牛 人 人 {牛 人 人 (牛 人 人 f牛 人 人

大村市
25 O 31 100 l 116 104 2 129 -4 -1 -13 

{牛 人 人 {キ 人 人 1牛 人 人 (牛 人 人

長崎県
532 8 670 2249 30 2831 2258 32 2824 -9 -2 +7 

大村市の
I牛 件 Iキ

物損事故 102 509 482 +27 

大村警察署提供

1
1
ム

句

E
i



ー
空
き
缶
回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

6
月
5
日

一民間一

健
更

年

期

障

害

女
性
の
平
均
寿
命
は
剖
歳
に
達

し
、
実
に
幼
年
近
く
が
中
高
年
層

と
い
う
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

女
性
は
、
中
年
か
ら
高
年
へ
の

移
行
期
に
卵
巣
機
能
の
衰
退
、
つ

い
に
は
廃
絶
か
ら
閉
経
(
平
均
年

齢
印
歳
)
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、

閉
経
の
前
後
数
年
間
、
実
際
上
は

紛
歳
か
ら
は
川
歳
の
間
く
ら
い
を
更

年
期
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
時
期
に

は
、
加
齢
に
伴
う
内
分
泌
環
境
の

変
動
(
卵
巣
機
能
の
衰
退
)
を
基

盤
と
し
て
、
こ
れ
に
心
理
的
・
社

会
的
要
因
が
加
わ

っ
て
、
自
律
神

経
失
調
症
状
を
主
体
と
し
た
不
定

愁
訴
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

環
境
週
間
に
ち
な
ん
で
、
市
内
一
斉
に
行
わ
れ
た

「
空
き
缶
回
収
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
。

な
ん
と
/
わ
ず
か

1
時
間
ち
ょ
っ

と
で
、
回
収
さ
れ

た
空
き
缶
は
日
万
6
千
個
。

グ

1
個
位
い
い
だ
ろ
う
μ

の
積
み
重
ね
が
、
日
万
6

千
個
と
い
う
結
果
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
人

一
人
の
自
覚
で
、
私
た
ち
の
町
を
き
れ
い
に

?しま」アし
ょ、フ。

11 

人
生

ω毎

す
。
こ
れ
を
更
年
期
障
害
と
い
い

ま
す
。

人
生
の
残
り
少
な
き
、
空
し
き

を
感
じ
る
よ
う
に
な
る

一
方
、
子

供
は
巣
立
ち
す
る
。
体
力
の
低
下

や
性
機
能
の
衰
退
に
も
じ
か
に
気

づ
く
よ
う
に
な
る
。
他
方
、
夫
は

社
会
的
に
益
々
活
動
し
て
い
よ
い

よ
対
話
は
少
な
く
な
る
。
こ
う
し

て
¥
自
分
は
今
ま
で
一
体
何
を
し

て
き
た
の
か
と
、
気
分
が
落
ち
こ

ん
で
く
る
こ
と
が
更
年
期
障
害
の

誘
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

症
状
は
:
:
熱
感

・
冷
熱

・
動
惇
な

ど
の
血
管
運
動
神
経
症
状
、
頭
痛

・
め
ま
い

・
不
眠
抑
う
つ
な
ど
の

精
神
経
症
状
、
腰
痛

・
肩
こ
り
な

ど
の
運
動
器
障
害
症
状
、
悪
心
・

幅
吐
・
便
泌
・
下
痢
な
ど
の
胃
腸

障
害
症
状
な
ど
で
す
。

し
か
し
、
症
状
が
不
定
愁
訴
で

あ
る
と
決
定
す
る
た
め
に
は
、
婦

人
科
診
察
を
含
む
身
体
的
諸
検
査

を
行
い
、
特
に
、
高
血
圧
・
低
血

圧

・
貧
血
・
心
疾
患
な
ど
の
内
科

的
疾
患
、
仮
面
う
つ
病
・
退
行
期

う
つ
病
な
ど
の
精
神
科
的
疾
患
を

除
外
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。。

治
療
は
:
:
種
々
の
薬
が
用
い
ら
れ

ま
す
が
、
夫
側
の
妻
の
精
神
・
身

体
面
で
の
問
題
へ
の
理
解
、
妻
自

身
が
仕
事
・
趣
味
な
ど
に
打
ち
こ

む
こ
と
に
よ
る
自
己
の
真
の
発
見

へ
の
努
力
が
必
要
で
し
ょ
う
。
夫

婦
問
の
性
生
活
を
楽
し
み
、
開
放

的
で
明
る
い
中
高
年
を
過
ご
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

市
立
病
院
産
婦
人
科
医
長

荒
木
文
明

お
し
ら
せ

日
年
度教

科
書
展
示
会

期
間

7
月
1
日
働

i
ロ
日
仰

(
日
曜
日
を
除
く
)

展
示
さ
れ
る
教
科
書
小
・
中
・

高
校
用

展
示
場
所
大
村
市
教
科
書
セ
ン

タ
ー
(
大
村
小
学
校

・
図
書
室
)

※
期
間
外
で
も
申
し
込
み
を
す
れ

は
、
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課

文
化
庁
青
少
年
芸
術
劇
場

新

劇

公

演

場開日
所 演 時

7
月
凶
日

ω
午
後
1
時

市
民
会
館

裁

判

所

次
の
定
型
申
立
用
紙
を
必
要
な

人
は
裁
判
所
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

民
事
調
停
申
立
書
貸
金
調
停
、

売
買
代
金
調
停
、
給
料
支
払
調
定
、

貸
金
業
関
係
調
停
、
建
物
明
渡
調
停

公
演
団
体
劇
団
新
人
会

演

目

ロ

ッ
ク
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル

「
ガ
ラ
ス
の
家
族
」

対
象

u
l
四
歳
(
入
場
無
料
)

※
却
歳
以
上
の
人
で
入
場
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課

古
文
書
解
読
講
習
会

古
文
書
の
解
読
を
と
お
し
て
、

史
料
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
歴

史
を
究
明
す
る
手
が
か
り
を
得
る

た
め
に
聞
き
ま
す
。

長
崎
会
場

日
時

8
月
1
日
間
・

2
日

ω

午
前
日
時
i
午
後
4
時

講
師

1
日
開
:
:
九
州
大
学
教
授

中
村
質
先
生

2
日

ω::早
稲
田
大
学
教
授

瀬
野
精
一
郎
先
生

会
場
お
よ
び
申
し
込
み

県
立
長
崎
図
書
館
(
干
制
長
崎

市
上
西
山
町
1
2
長
崎
@
5
2
5

8
)
 佐

世
保
会
場

日
時

8
月
3
日
附
・

4
日
附 カミ

お

し

ら

っ“
1
Lム

の

せ

ら

民
事
訴
訟
(
訴
状
)
貸
金
請
求
、

売
買
代
金
請
求
、
給
料
支
払
請
求
、

建
物
明
渡
請
求
、
賃
料
増
額
請
求
、

(
大
村
簡
易
裁
判
所
)

午
前
凶
時
1
午
後
4
時

講
師

3
日
附
:
:
早
稲
田
大
学
教

授

瀬

野

精

一

郎

先

生

4
日
肘
:
・
九
州
大
学
教
授

中
村
質
先
生

会
場
お
よ
び
申
し
込
み

佐
世
保
市
立
図
書
館
(
一
T
加
佐

世
保
市
宮
地
町
2
1
3
宮
佐
世
保

②
5
6
1
8
 

申
込
期
限
両
会
場
と
も
7
月
日

日
幽
(
必
着
)

※
申
込
方
法
な
ど
は
、
各
会
場
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い

。

文
部
省
認
定

編
物
技
能
模
定

期
日

9
月
凶
日
目

場
所
諌
早
技
能
会
館
(
諌
早
市

宇
都
)

検
定
料
1
級
8
千
円
、

2
級
5

千
円
、

3
級
3
千
円
、

4
級
千
円

受
験
資
格
ど
な
た
で
も
、
ま
た

何
級
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
日
本
編
物
検
定
協

会
長
崎
支
部
役
員
新
田
美
恵
子

(
宮
小
路
2
丁
目
1
3
1
1
8
@

7
4
6
0
)
 



健

康

教

育

講

座

期
日

7
月
日
日
附

場
所

竹
松
出
張
所
大
会
議
室

講
演
会

時
間

午
後

1
時
叩
分
1

演
題

成
人
病
の
子
防
に
つ

い
て

講
師

津
田
胃
腸
科
内
科
医
院

津
田
一
彦
先
生

健
康
相
談

(
市
保
健
婦
)

時
間

午
後
3
時
j

精
霊
船
用
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
を
払
い
下
げ
ま
す

条
件

町
内
会
や
各
種
団
体
単
位

で
精
霊
船
と
し
て
利
用
す
る
も
の

に
限
り
ま
す
。(
個
人
に
は
払
い
下

げ
ま
せ
ん
)

申
込
期
限

7
月
幻
日
出

申
し
込
み

生
活
環
境
課
公
害
係

※
申
込
書
は
生
活
環
境
課
お
よ
び

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

ほ
し
ゅ
う

少
年
歴
史
ク
ラ
ブ

青
少
年
地
域
活
動
の
一
環
と
し

て
、
郷
土
の
歴
史
を
知
り
、
郷
土

を
愛
す
る
心
を
養
い
、
そ
れ
を
日

常
生
活
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
い

う
目
的
で
聞
き
ま
す
。

期
間

7
月
j

M
年
2
月

(期
間

中
山
山
時
間
の
予
定
)

対
象
・
定
員
小
学
6
年
生
1
中

学
2
年
生
日
人
)

内
容

郷
土
の
歴
史
、
文
化
財
な

ど
に
つ
い
て
の
学
習
や
野
外
活
動

(、キ
ャ
ン
プ
な
ど
)
文
化
財
の
清

掃
美
化
活
動
な
ど

受
講
料

無
料

申
込
期
限

7
月
ロ
日

ω
(定員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
込
方
法

学
校
名

・
学
年

・
氏

名

・
住
所

・
電
話
番
号
を
明
示
し

て、

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

(〒
蹴
幸
町
お
j

お
宮
@
3
1
6
1
)

へ

全
国
花
い
っ
ぱ
い

コ
ン
ク
ー
ル

応
募
資
格

学
校
や
職
場
、
地
域

で
花
、つ
く
り
ゃ
緑
の
育
成
を
通
じ

て
美
し
い
思
い
や
り
の
あ
る
地
域

社
会
の
建
設
を
し
て
い
る
団
体
。

た
だ
し
、
専
門
業
者
に
管
理
を

委
託
し
た
り
雇
用
し
て
い
る
も
の

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

応
募
方
法

申
込
書
に
写
真

・
参

考
資
料
な
ど
を
添
付
し
て
く
だ
さ

申
し
込
み

長
崎
新
生
活
運
動
協

議
会
(
長
崎
市
大
黒
町
3

1
1
長

崎
交
通
産
業
ビ
ル

4
階
)

締
め
切
り

8
月
白
日
附

※
申
込
書
は
社
会
教
育
課
に
あ
り

ま
す
。

長
崎
県

青
年
大
会
出
場
者

期
日

8
月
初
日
出
、

開
催
地

長
崎
市

体
育
の
部

陸
上
競
技
、

卓
球、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
剣
道
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
柔
道
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ

ー
ル
、
相
撲
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同

文
化
の
部

意
見
発
表
、
合
唱
、

郷
土
芸
能
、
演
劇
、
生
活
文
化
展
、

囲
碁
、
将
棋
、
人
形
劇
、
広
報

予
選
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
の
部
市
体
育
協
会

(種

目
別
)

文
化
の
部
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課

※
種
目
別
に
予
選
を
行
い
ま
す

の
で
、
申
し
込
み
は
早
め
に
。

21 
日
(日)

一
サ
マ
ー
じ
ゃ
レ
ボ
宝
く
じ
一

一

ア

月

中

旬

予

約

開

始

一

一1
等
+
前
後
賞

9
0
0
0
万
円

一

一

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
災
害
対
策
と
明
る
く
住
み

…

+
よ
い
街
づ
く
り
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

，

e

※
詳
し
く
は
、

7
月
日
日
闘
の
新
聞

(朝
刊
)
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

手

ます
教室 名 内 n廿... 期 間 対象・定員 講師(敬称略)

中 いかだをつく 子ども自身の手でいかだをつ くり、無人島での 7月28日(木)-30日(土) 小学 5年~ 各分野の

央
って無人島へ 粗食・手づく りのくらしに耐えたくましい少年 ・ 2 ?白 3日 中学 3年生 専門講師

わたろう!' 少女を育てる (安全対策には万全を期す) l泊は無人島 定員 20人

公 夏の夜空の 親子で夏の星座 ・星団 ・星雲 を楽しく観測 8月10日(7同 ・20日(土) 小学4年-6年生
ロマン する 。 19:30-21:30 の親子 10組

野 口弘満

民 親子天体観測

自宮
やきも のづ くりを通して親子のふれあいを 7月26日(火)・27日(水)

小学生を持つ親子
親子やきもの 深める 。(自由課題) 8月 3日附 岩永憲治

10:00-12:00 15*Jl. 

7月27日(水)-8月17
小学 l 年~4 年生

中 子どもおり紙 おり紙でいろいろなものをつくります。 日(水) 毎週水曜日 市村幸子
10: 00-12: 00計 4回 50人

t也
子ども

7月辺倒 -8月12 小学 5 年~6 年生
自分でできるおやつをつ くります。 日幽毎週金曜 日 岩 永喜美子

区 おやつづくり 10:00-12:00計 4回 25人

公 子ども
7月25日(月)・7月26

小学 4 年~ 6 年生
中地区公民館

紙ねん土を利用しての楽しい工作です。 日(火).8月 1日(月) 紙粘土人形

民
紙ねんど工作 9:30-12:00 20人 グループ

自官
7月26日(火)-8月30 幼稚園児~小学校1昨年の親子

親と子の童謡 親と子 といっしょに童話を歌います。 日(火) 毎週火曜日 25組幼稚園児以下の子ども同 平野サキ子
10:00-12:00計 5回 1半は参加できません。

夏休み子γぇ教室 E開?中央公民館・中旭区公民館

受講料 無料(教材費は実費)

申込方法 往復ハカ、キに氏名、性別、住所、 学校名、学年、電話番号、希望教室一つを書いて、それぞれの

公民館へ申し込んでください。なお、二つ以上の教室を希望する人は、教室毎に往復ノ¥力、キでお

願いします。
申込期限 7月15日(針必着 ※申し込み多数の場合は抽せん (7月16日)

中央公民館干856幸町25-33 fi⑪ 316 1 中地区公民館干856 合③ 1376 

とします。

松並 1丁目246-5
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目
的

身
近
な
地
域
の
自
然
観
察

を
通
し
て
、
自
然
に
接
す
る
楽
し

さ
を
味
わ

っ
た
り
、
生
い
た
ち
や

き
ま
り
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
発
見

し
た
り
し
ま
す
。

主
催

県
教
育
セ
ン
タ
ー
、
市
教

育
委
員
会

日
時

7
月
お
日
間
午
前
日
時

j
午
後
3
時

観
察
場
所
お
よ
び
内
容

大
村
公
園
、
竜
神
島
、
玖
島
崎

で
地
層
、
動
物
、
植
物
な
ど
を
観

察
し
ま
す
。

指
導
者

県
教
育
セ
ン
タ
ー
指
導

主
事

参
加
費

無
料

※
傷
害
保
険
料
叩
円
を
、
当
日
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
お
よ
び
定
員

・
市
内
小
学
校
4
1
6
年
生
:
:
ω

人

(保
護
者
の
参
加
も
可
)

申
込
方
法

直
接
、
電
話
で
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
へ
次
の
要
領

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
・
年
齢
・

住
所
・
電
話
番
号

※
参
加
者
は
、
保
護
者
の
承
諾
書

を
、
後
日
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

7
月

9
日
出

集
合
場
所
市
営
陸
上
競
技
場

服
装
お
よ
び
携
行
品

①
野
一
外
観
察
に
適
し
た
服
装
(
帽

子
、
運
動
靴
な
ど
)
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

②
ノ
ー
ト
、
筆
記
用
具
、
水
筒
、

タ
オ
ル
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
携
行

し
て
く
だ
き
い
。

種別 住宅名 戸数 間取 り 家賃(月額・円)

小路口第 l l 6・6 3，000 

上小路第 2 1 6・6 4，000 
1 

植 松 5 6・4.5 5，000 

竹 松 8 6・3・4.5 6，600 
種

久 原 14 6・4.5・3 6，800 

久原第 2 3 6・6・5(栂 21，700 

2 王レム子j 舟 1 6・4.5 2，500 

種 植 松 1 6・4.5 4，300 

調

受け付け 7 月 5 日 (火) ~ 12日(刈

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入な どに制限があ りま す。

そ
の
他

①
昼
食
は
各
自
持
参

②
小
雨
決
行
(
雨
具
の
用
意
)

※
野
外
観
察
が
で
き
な
い
天
候
の

時
は
、
県
教
育
セ
ン
タ
ー
で
野

外
観
察
に
替
わ
る
も
の
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
一

口
印
万
円
も

し
く
は
お
万
円
を
出
資
し
て
、
育

成
途
上
の
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
な
ど
の

森
林
の
共
有
者
と
な
り
、
約
初
年

後
に
販
売
し
た
と
き
に
収
益
金
の

配
分
を
受
け
る
も
の
で
、
そ
の
聞

の
手
入
れ
や
管
理
な
ど
は
国
が
行

い
ま
す
。

対
象
森
林

①
南
高
来
郡
千
々
石
町
小
倉
名

ヒ

ノ

キ

却

年

生

契

約

期

間

幻

年

間

募
集
口
数

8
口

一
口

当

り

印

万

円

②
東
彼
杵
郡
東
彼
杵
町
遠
目
郷

ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ

幻

年

生
契

約

期

間

お

年

間

募

集

口

数

日

口

一

口

当

り

印

万

円

③

西
彼
杵
郡
大
瀬
戸
町
久
良
木
郷

ヒ

ノ

キ

お

年

生

契

約

期

間

幻

年

間

募

集

口

数

日

口

一
口

当

り

印

万

円

④
南
高
来
郡
小
浜
町
北
本
村
名

ス

ギ

お

年

生

契

約

期

間

日

年

間

募
集
口
数

M
口

一
口
当

り

お

万

円

種別 団地名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

戸吊紅色 盤 5 
6 ・ 6~

15，000-19，000 6.4.5・45(洋)
1 

久原第2 4 6・6・4.5同| 21，200 

松 山 7 6・6・6(:消 27，500-29，000 
種

本小路 l 6・6・6(坤 32，000 

2 植 松 2 6・4.5 5，300- 5，400 

種 桜馬場 l 6・6・4.5尚 26，000 

湯量

長崎県住宅供給公社大村事務所

宮@6825へ
問い合わせ

※
現
地
案
内
は
、
ご
希
望
の
日

(
随
時
)

申
込
期
限

8
月
旧
日
肘

問
い
合
わ
せ

長
崎
営
林
署

(長

崎
市
上
町
5
1
8
合
長
崎
②
4
1

2
1
)
 

内
容

行
政
事
務
A
・
B
、
郵
政

事
務
A
・
B
、
電
気
、
機
械
、
土

木
、
建
築
、
化
学
、
農
業
、
農
業

土
木
、
林
業
、
税
務

資
格

昭
和

ω年
4
月

2
日
(
税

務
は
幻
年
4
月
2
日
)
1
必
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人

(学
歴
は
問

い
ま
せ
ん
)

申
込
期
間

7
月
6
日
附
1
日
日

い川
ム
V申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局

(干

m博

多
区
博
多
駅
東
2
1
1
1
1
8
仰

4
3
1
1
7
7
3
3
)
 

税
務
に
つ
い
て
は
、
諌
早
税
務

署

(
宮
②
1
3
7
0
)

へ

岸

旋旋
盤 (期 盤
技 4 間 作
能 日 業
検 問 7 .......... 
定 )月 中
受 2 級
験 日 )

準 仕)
f持者 l 
講 10
習日

(日)

期
間

7
月
刊
日
出
j
弘
日
制

(4
日
間
)

炭
酸
ガ
ス
ア
l
ク
溶
接

期
間

7
月
2
日
出
j

3
日
目

(
2
日
間
)

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
(
無
接
点
)
の

基
礎
講
習

期
間

7
月

5
日

ω
i口
且
回

(
6
日
間
)

電
気
工
事
士
(
実
技
)
試
験
受
験

準
備
講
習

期
間

7
月
日
日
制

l
m
日
幽

(8
日
間
)

D
I
S
K
-
B
A
S
-
c
川

期
間

7
月
ロ
日

ωj白
日
同

(
9
日
間
)

L
P
ガ
ス
設
備
士
(
学
科
)
受
験

準
備
講
習

期
間

7
月
比
日
肘
1
8
月
4

日
同

(
7
日
間
)

消
防
設
備
士
(
甲
・
乙
第
1
類
)

受
験
準
備
講
習

期
間

7
月
四
日
間
1
8
月
3

日
附

(
8
日
間
)

消
防
設
備
士
(
乙
第
6
類
)
受
験

準
備
講
習

期
間

7
月
初
日
閃
j
8
月
4

日
附

(
4
日
間
)

プ
ラ
ズ
マ

N
C
ロ
ボ

ッ
ト
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
講
習

期
間

7
月
4
日間
w
i
日
日
開

(
4
日
間
)

※
パ
ソ
コ
ン
入
門
・
ワ
ー
プ

ロ
講

習
の
予
約
受
付
中

問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ

ン
タ
ー

(
=
I
制
諌
早
市
小
船
越
町

1
1
1
3
宮
②
2
3
2
3
)

4A 

句
l
ム



7
月
初
日
出
1
8
月
1
日

期
日

チ
l
ム
編
成

①
小
学
生
の
部
・
・
・
4
年
以
下
2
人、

5
年
3
人‘

6
年
4
人

②
中
学
生
の
部

:
i年
2
人、

2

年
3
人、

3
年
4
人

※
単
一
少
年
団
で
編
成
し
て
く
だ

き
い
。

参
加
資
格

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
登
録
し
た
少
年
団

参
加
料

1
チ
ー
ム

1
0
0
0
円

申
込
期
限

7
月
却
日
附

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

5語執りがとうご作ました
(敬称略)

教
育
委
員
会
体
育
課

※
申
込
み
用
紙
な
ど
は
、
各
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団

へ
送
付
し
ま
す
。

誰
で
も
出
来
る
、
リ
ズ
ム
体
操
、

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・
肩
こ
り

・
腰

痛
体
操
・
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
l
ム

・レ

ク
ダ
ン
ス
な
ど

日
時

毎
週
金
曜
日
午
前
日
時

ー
ロ
時

場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費

月
1
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

合
(⑪
3
1
6
1
ま
た
は
、
峰
ひ
と

み

宮
@
5
0
4
9

福祉基金へ 惨一瀬佐喜雄 (久原 2丁 目)10万円砂波戸

光樹 (西部町)5万円砂二瀬真 (水主町 2丁目 ) 5万円

砂森本ヨシエ (杭出津3丁目 )5万円

社会福祉協議会へ 砂上松常次 (水主町 2丁目 )10万円

砂堀江タマエ (溝陸町)3万円砂角西ミヨシ (杭出津 2

丁目 )10万円

日
時

7
月
M
・
出

・
8
月
7
・

幻

・
お
日
の

5
回

午
後
1
時
1
5
時

場
所

市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

(森
園
町
市
民
プ
ー
ル
横
)

対
象

一
般
男
女

・
高
校
生
男
女

定
員

叩
人

申
込
期
限

7
月
初
日
附

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

参
加
料

無
料

申
し
込
み

市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協

会

合
(⑪
3
6
2
0

橋
口
智
明

※
弓
具
は
協
会
で
用
意
し
ま
す
。

日
時

7
月
口
日
間

場
所

市
民
体
育
館

競
技
種
目

一
般
男
子
(
高
校
を

含
む
)

・
一
般
女
子

(高
校
を
含

む
)

・
中
学
男
子

・
中
学
女
子

・

男
子
ダ
ブ
ル
ス

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

※
1
人
2
種
目
ま
で
参
加
で
き
ま
す

参
加
料

シ
ン
グ
ル
ス

・
一
般

1

別
円
・
高
校
1
側
円
・
中
学
l
制

円
、
ダ
ブ

ル
ス
一

組
側
円

午
前
9
時

申
し
込
み

玖
島
2
丁
目
制

朝
長
靖
彦
あ
て

宮
(⑪

6
5
3
1

申
込
期
限

7
月
8
日
樹
必
着

少
年
・
少
女

ム
ボ

~ 

母

λ 

一て

日
時

8
月
5
日
樹
午
前
日
時

i
午
後
3
時

(
小
雨
決
行
)

場
所

大
村
競
艇
場

対

象

小

学
生
以
上
ご
般
試
乗

可
)

※
記
念
品
進
呈

参
加
費

無
料

主
催

大
村
競
艇
事
業
部
、

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

申
し
込
み
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
会

包
(⑫
6
1
9
4

叙

ヨ
ッ
ト

・
カ
ヌ
ー
な
ど
の

内
容

試
乗

日
時

7
月
幻
日
掛

午

前

9
時

j
午
後
3
時
(
小
雨
決
行
)

場
所

大
村
競
艇
場

対

象

小

学
5
年
生
以
上
、
一
般

男

・
女
1
0
0
人

申
し
込
み

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
会

宮
②
6
1
9
4

締
め
切
り

7
月
ロ
日

ω

参
加
料

無
料

(参
加
賞
有
)

主
催

B
&
G
大
村
海
洋
ク
ラ
ブ

清和国へ 砂本経寺=かしわ餅砂高原花庖二カ ーネーシ

ョン 砂大高家庭クラブー奉仕砂親奉会 ・森安太郎 ・岩井

勝 ・末永辰夫 ・中島松一二理容奉仕

岩松駅へ 惨伊藤製麺所=長ベンチ 2脚

福祉基金へ 砂第 2回チャリティー施設対抗歌合戦実行

委員会=15万8干70円砂大村市、長崎県 5市 6町競艇組合、

長崎県モーターボー ト競走会、 日本モーターボート選手

会長崎支部=12万 6干168円

泉の里へ 砂匿名=50万円砂前田秀征 (植松 1丁目 ) 2 

万円惨三東老人クラブ二みかんほか砂水田老人クラブ=

ティ ッシュペーパー砂松本ウタ子 (大川田町)石けん

惨中道静江 (宮小路 1丁目 )石けん砂伊藤製麺所 (杭出

津 2丁目 )ベンチ砂西小路天寿会、荒瀬老人クラブ=み

かん 砂中島フジ子 (荒瀬町)石けん砂大川田老人会=奉

仕砂上野諦信 (中里町)慰問砂わかは、保育園、竹松部隊、

七福星=慰問砂一 ノ瀬佐喜雄 (久原 2丁目 )タ オル砂出

口ウタ (小路口町)野菜砂森繁 (日泊町)野菜 2回砂遠

藤胤夫 (中岳町)清酒ほか砂中村定市 (原口町)まんじ

ゅう 砂林田国男 (植松 1丁目 )果物ほか砂鈴木喜春 (古

町 2丁目 )果物砂フランソア駅前庖二餅砂花満=花束

砂鈴木 ・和田 ・好田 ・平 ・井手理容院二散髪奉仕砂自民

党大村支部婦人会二慰問砂広島サミ (松原本町)タオル

ほか砂馬場輝雄 (水田町)山菜惨桜和会クラブ=石けん

ほか惨大川田老人会、大村高校家庭クラブ=奉仕砂大村

歌謡愛好会、松原北部福寿会=慰問ほか

光と緑の園へ 砂本経寺一餅砂永測まんじゅう庖=まん

じゅ うほか砂 日本生命労働組合大村分会=タオルほか

砂板橋養鶏場=冷凍卵砂大村高校家庭クラブ=慰問惨稲

村昭南 (諏訪 3丁目 ) 5万円

慈恵荘へ 砂川上正彦(f久島 3丁目 )20万円砂測重吉(竹

松本町) 3万円砂下村繁夫 (東大村 1丁目 ) 7万円砂梶

原勝徳 (松原 3丁 目) 2万円砂阿部長男 (今富町) 3万

円砂板橋養鶏場一冷凍卵砂黒木老人ク ラブ立波会、せせ

らぎ会=慰問ほか砂上松常次 (水主町 2丁目 )10万円

惨麻生一夫 (久原 2丁目 )10万円砂小西守 (東大村 1丁

目)果物砂光山稔 (西大村本町)四輪付歩行車砂永測ま

んじゅう庖=おはぎ砂花満=花束

大村子供の家へ 砂赤水清春 (本町) 1万円砂 にせい会

=食事招待砂本経寺二餅惨永測まん じゅ う庖=ま んじゅ

う砂大村市民生児童委員協議会婦人部二 l万円惨大村高

校家庭クラブ=奉仕砂公明党婦人党員サン ・グループ=

映写会ほか砂大村ロータアク トクラブ、日本看護協会大

村東彼地区支部=慰問ほか

戸

h
U

1
i
 



% 
もヂ健

ア
月
は
、
固
定
資
産
税

(
2期
)
国
民
健
康
保
険
税
(
A
l

期
)
の
納
期
で
す
。

1 8 成人の健康相談 福祉センタ 13: 00-15: 00 16E|耳とことばの相談日 福祉センタ 13 :OO~ 15 :00 
(錨 ⑪ 40歳以上 ⑪ 血圧測定ほか

17日 当番医

3日 当番医 (日) (内・小)長崎医院寿古町 宮o8615 

(日) (内) 南野クリニック 乾馬場町 (耳)山口耳鼻咽喉科医院東本町 宮② 2706

fi@ 2233 
19日(火)

(整) 貞松整形外科病院東本町
乳鈎児健康相談 鈴田出張所 ② 9:30-11: 00 

fi@ 1161 

4日 安産教室 市役所 9:30-11:00② 9:30まで
20臼(水)妊婦教室(3) 中地区公民館 13:00-16:00 

(月) ⑮ 母子健康手帳、ズボン 21日 機能訓練根気の会 福祉センタ-13: 30-15: 30 

一般健康相談 市役所 13: 00 -16 : 00 (木) 定期巡回献血 市役所 9:30-12:00

⑪ ⑪… 1日(針と 同じ

5臼(火)乳鈎児健康相談 福重出張所②13:30-15:00 24日 当番医

(日) (内・胃) 藤井内科医院東本町

68(水)妊婦教室け) 中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 
包② 3878

(眼) 計屋眼科医院 古町 1丁目

ア日体)機能訓練根気の会 福祉センター 13:30-15:30
包② 6888

25日(月)乳鈎児健康相談 =j甫出張所②9:30-11: 00 

8日 オ歳6か月児健康診査

告艶 市コミ コニテイセメタ ②叫 山 | 
⑪昭和61年12月生まれ(61年7月一 11月生まれで:I 27日(水)妊婦教室同) 中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 

まだ受けていない人も受診してく ださし、)

⑮母子健康手帳、問診票、お子きんの歯ブラシ 28日 3歳児健康診査 大村保健所

10日 当番医
(木) ② 9: 30-10: 00、13:00-13:30

(日) (内・小) 寺井医院 玖島 1丁目
⑪昭和60年 1月生まれ(59年7月-12月生まれで、

合② 3574
まだ受けていない人も受診してくださ し、)

(外・内) 田崎医院古町 1丁目
⑮母子健康手帳、問診票

fi@ 1 234 31日 当番屋

12日 乳羽児健康相談 市コミ ュニティセンター
(日) (内・小) 上田医院 諏訪 1丁目

(火) ② 9: 30-11 :00・….0-6か月の乳児
fi@ 3505 

13:30-15:00・…・ 7か月以上の乳幼児
(産) おび産婦人科医院本町

⑮離乳食教室 10: 30-
fi@ 1103 

13日体)妊婦教室(2)中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 
略号の説明

⑪ ・・・対象 ⑧ ・・・受け付け

15日 T歳6か月児健康診査
⑮ …持って くるもの ⑮ 一-内容

(重苦
市コミ ュニテ ィセンター ②13 : 00 -13: 30 

当番医の診療時間 9:00-18:00 

⑪⑮…8日幽と同じ

成人の健康相談 福祉センタ- 13:00-15:00 

⑪ ⑪… 1日樹と 同じ

毎
月
l
回

発

行

印
刷
所
/
九

州

凸

版

鮒

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
ω

4
1
1
1

編
集
/
広
報
公
聴
課

人口の動き

6月4日現在

人口言十 71，615 
( +37) 

男 34，294
( + 16) 

女 37，321
( +21) 

21 ，641 
(+ 23) 

( )内は前月比

ハ
h
v

寸

t
よ

世帯数

松
原
・
三
j
海
水
浴
場

7
月
間
目
オ
フ
ン

8
月
げ
ま
で

i!市民相談コーナー (広報公聴課〉ですべて無料で、行っていま蕊 ii
フ お気軽にご相談下さい。

恩 人 権 相 談 ( 7日 10: 00~15 : 00) 
出 行政相談 (14日 9: 30~12 : 00) 
衡 法律相談 (20日 ?0:00~75:00〉!
相 不動産相談 (22日1.3: 00~16 : 00) 
談 受 通事故相談 (26日 10: 00~15 : 00) 
日 年金相談 (27日 10: 00~15 : 00) 
ii ※受け付けは午前8時30分より行っていますo

( 9 日 ~13 日、 16 日 ~21 日・西スポ杯、
30 日 ~8 月 3 日・オール女子対抗戦)

7月の大村ポート
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